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350,235 円

242,000 円

110,426 円

110,000 円

296,800 円

281,000 円

　地域の自然環境や歴史文化の維持管理・保全活動を目的に、町
内会や農家組合等と連携しながらミズバショウ自生地の保護・育
成、毘沙門堂周辺及び参道の整備等を行った。
　また町内外に滝寺の魅力を発信するとともに、会員と住民との意
思の疎通を図るため、定期的に活動内容を掲載した会報を発行し
た。

事業評価・今後の活動の見通し
　自然公園整備及び会報発行について、それぞれ概ね計画どおり
実施することができた。環境整備により年間を通して来訪者の増加
を実感することができ、会報発行では会員と町内住民の情報共有
につなげることができた。
　今後も活動を継続し、より充実した地域づくりと自然公園の整備、
自然保護・環境保全、歴史文化の継承に努めていく。

事　 業　 費

補 助 金 額

金谷区

№01 滝寺自然公園整備と環境保全・保護活動事業

環境保全・景観形成 滝寺まちづくり協議会

事 業 概 要

№02 正善寺ダム周辺の紫陽花の維持管理及び水質保全と環境美化事業

環境保全・景観形成 正善寺紫陽花会

事 業 概 要
　地域住民のまちづくり活動の意識の高揚と観光振興を目的に、
正善寺ダム及び県道沿線の紫陽花の維持管理とライトアップを実
施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　春の冬囲い撤去から始まり、秋の冬囲いまで予定どおり実施する
ことができた。ライトアップについては、交通量増加による安全面の
配慮から駐車場周辺のみでの実施となった。
　来年度についても事業を継続実施していきたい。

事　 業　 費

事 業 概 要
　児童の登下校の安全確保や、あいさつの交流等による地域住民
の健全育成のため、児童の見守り活動を行うほか、防犯用品のベ
ストを更新した。

事業評価・今後の活動の見通し
　防犯ベストの更新により活動参加者全員が防犯ベストを着用し、
安心して防犯活動に携わることができた。児童の安心感にもつな
がったものと考えている。
　今回の事業により見守り活動の環境整備が整ったので、活動を
継続するとともに、活動参加者の確保にも努めていきたい。 事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№03 安全安心見守り防犯活動事業

地域の安全・安心 灰塚地区防犯協会
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86,968 円

63,000 円

286,259 円

283,000 円

224,027 円

223,000 円

№04 第3回キャンプ体験教室　地域観光事業

観光振興 金谷地区振興協議会

事 業 概 要
　地域の観光資源を理解し、地域の施設利用を促進するとともに、
その魅力を発信するため、南葉高原キャンプ場での体験教室を
行った。また、災害時に生かすため、テントの張り方や野外での食
事の煮炊きを学んだ。

事業評価・今後の活動の見通し
　参加者に好評であったので、来年度もキャンプ体験教室を通して
キャンプ場のPRを行っていきたい。また、町内の災害訓練等でもテ
ント貸し出しなどで協力していきたい。

事　 業　 費

事 業 概 要
　滝寺地域の歴史的史跡を整備し、観光振興と住みよいまちづくり
を推進するため、毘沙門堂の案内看板を設置した。また、多くの人
から足を運んでもらうため、滝寺砦周辺の木の伐採や砦までの古
道の整備を実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　案内看板設置、古道整備により来訪者が安全に散策できるよう
になり、休日にはウォーキングやトレイルランニングをする人も見ら
れるようになった。
　今後も継続的に事業を行っていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№05 毘沙門天案内看板及び滝寺砦周辺の整備並びに古道の整備事業

観光振興 滝寺歴史保存会

№06 ミニ新聞「まめでやったけぇ」発行継続及び冊子増刷・活用によるきずな拡大事業

まちづくりの推進 「まめ」新聞　有志会

事 業 概 要
　中ノ俣地域において、楽しく元気に過ごし、生きがいの創出につ
なげることを目的に、自らの思いや情報を共有する新聞を作成する
とともに、これまでに作成した冊子を増刷し、頒布した。

事業評価・今後の活動の見通し
　新聞作成参加者、購読者ともに増加している。
　集落の高齢化が進んでいるからこそ、なお一層の団結と絆の力
が問われており、有志会メンバーも心を一つにして活動を続けてい
く覚悟である。

事　 業　 費

補 助 金 額
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121,550 円

120,000 円

162,959 円

92,000 円

860,000 円

860,000 円

事 業 概 要
　地域の交通安全の確保と交通事故の未然防止を図るため、カー
ブミラーや一時止まれ足型マークを整備するとともに、安全パト
ロールを実施した。

事業評価・今後の活動の見通し
　交通安全パトロールではドライバーにシートベルト装着を促し、立
哨活動では児童に手を挙げて横断歩道を横断するよう指導を行
い、それぞれ安全に寄与することができた。
　今後もこうした活動を継続していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

№07 金谷区（灰塚駐在所管内）の交通安全確保事業

地域の安全・安心 上越交通安全協会灰塚支部

№08 平山で花＆夢いっぱい咲かせよう運動事業

まちづくりの推進 平山町内会　環境整備部

事 業 概 要
　（通称）山麓線大貫交差点脇花壇において、町内会の高齢者や
子どもたちによる花壇の整備を行い、地域交流を深めた。

事業評価・今後の活動の見通し
　町内会住民の協力もいただき活動を行うことで、住民同士の交
流、コミュニケーションを図ることができた。
　来年度は芝桜の植生部分の土壌改良を行うなど、今後も活動継
続を予定している。

事　 業　 費

事 業 概 要
　金谷山のスキー発祥の地としての歴史・文化を発信し、観光振興
につなげるため、レルヒ少佐と関わり、心を通わせた仲間たちを紹
介する冊子を編集、作成し、市内公的機関、金谷区町内会、他市
町村等に寄贈した。

事業評価・今後の活動の見通し
　レルヒ少佐に関する幅広い資料を取りまとめ、顕彰資料として残
すことができた。
　今後も様々な機会をとらえて、「スキー発祥の地」金谷山及びそ
の周辺の歴史等について、地元金谷区はもとより上越市民に伝え
るとともに、多くの方々に上越市への郷土愛、誇り、興味、関心を
持っていただけるような活動に貢献していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

補 助 金 額

№09 「金谷山とレルヒ」～レルヒ少佐と心かよわせた仲間たち～事業

観光振興 金谷山の歴史を発信する会
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1,745,000 円

560,000 円

452,079 円

360,000 円

284,900 円

284,000 円

№10 バレーボール文化の普及及び青少年健全育成事業

子どもの健全育成 上越クラブ

事 業 概 要
　バレーボールを通じて青少年の健全育成を図るために、クラブの
ユニフォームやボール杯等を整備し、練習や試合を行ったほか、高
田西小学校のクラブとの交流会や地域の環境美化活動を行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　U14、U19の2つのカテゴリーで、目標としていた全国大会に出場
することができた。また、3名が新潟県代表に選出され、過半数の
生徒がバレーボール推薦で高校へ進学することができた。
　高校を卒業し地元に残るU19メンバーが多いので、卒業生とも連
携してスポーツを通した仲間との絆の大切さや周りの人への感謝
の気持ちの大切さを育成していきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

№11 大貫4町内合同避難訓練・防災体験事業

地域の安全・安心 大貫消防部後援会

事 業 概 要
　大貫4町内の防災力強化、地域住民の防災への関心、意識向上
のため、合同避難訓練、起震車体験会、濃煙体験、段ボールベッド
組立て体験等を行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　地域住民の防災意識の高まり、災害避難時の心構え、地域での
連帯感などが醸成されたと思われる。
　次回は3年後（令和7年度）に訓練を実施予定であり、金谷区全体
での訓練も計画できればと考えている。

事　 業　 費

補 助 金 額

№12 金谷区飯支部の交通安全確保事業

地域の安全・安心 上越交通安全協会飯支部

事 業 概 要
　交通事故の発生を防止するとともに、道路を利用する一人ひとり
に正しい交通ルールの遵守とマナーを身につけてもらうことを目的
に、道路の「止まれ」表示や停止線、クロスマークの整備、注意喚
起看板の設置等を行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　ドライバーをはじめとする地域住民の交通安全に対する意識向
上のみならず、明るい地域づくりの一助にもなったものと考えてい
る。
　停止線整備等の交通安全対策は、今後、町内会を通して関係機
関に要望していくとともに、他町内での自転車教室も実施できるよ
うにしていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額
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746,167 円

620,000 円

101,890 円

41,000 円

№13 金谷若者まちづくり参画事業

まちづくりの推進 上越若者みらい会議

事 業 概 要
　金谷山公園、南葉高原キャンプ場を中心に金谷区の若い世代に
よるイベントやスポーツ交流会を開催し、金谷地域の活性化に寄
与した。

事業評価・今後の活動の見通し
　既存のイベントの改善案や新たな企画を取り入れながら、若者の
「あったらいいな」を形にしていきたい。
　金谷区の若者が会員の3割程度なので、金谷区の消防団や青年
団、地元企業へのアプローチを継続する。若者ならではの柔軟な
発想と行動力をもとに地域と若者をつなぐ懸け橋になるよう活動を
続けていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額

№14 親子の「いきるチカラ」向上事業

子どもの健全育成 いきるチカラ上越

事 業 概 要
　金谷山や正善寺地域を拠点としてお話し会や調理実習、講演
会、親子が外で遊ぶ会等を実施し、子どもの健やかな発育を促し、
金谷区の魅力発信を行った。

事業評価・今後の活動の見通し
　新型コロナウイルス感染症により一部の活動を中止・延期せざる
を得ない場面もあったが、オンライン開催に変更する等の工夫をし
ながら実施した。
　活動初年度であったが、情報やつながりを必要とする子育て世代
に適切に情報を届け、参加を促すことができたので、今後も継続し
て有益な情報発信、子育て世代のニーズを満たす講座や親子の
居場所運営等の活動を行っていきたい。

事　 業　 費

補 助 金 額
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